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 日経テレコン[にっけいてれこん]は、ビジネスに必要な情報を網羅した日経各紙（日本経済新聞・

日本産業新聞・日経流通新聞・日経金融新聞）記事検索、閲覧ができるデータベースサービスです。 

日経テレコンの強みは、情報の信頼性、取材範囲の広さ、そして時系列での蓄積です。 

記事情報では、全都道府県の 50 紙をカバーしており、過去から現在までの日々の動向を報道から

キャッチすることができます。 

 また、【業界・企業研究パック】は、業界の概要や今後の展望を見通すことができ、各企業の 

活動状況は把握できるため、業界・各企業への理解がさらに深まるはずです。 

就職活動の手助けにもなるでしょう。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タイトル 搭載範囲/特徴 

Ａ 

＊日本経済新聞 

（朝刊・夕刊） 

 見出し・一部記事の抄録： 

1949 年 4 月～1981 年 9 月 

 全文記事収録： 

1949 年 4 月～1974 年 12 月 

 記事イメージ（PDF）：1988 年 6 月～ 

＊日経 MJ 

 （流通新聞） 

 見出し・一部記事の抄録： 

1975 年 1 月～1985 年 9 月 

 記事イメージ（PDF）：1990 年 4 月～ 

＊日本経済新聞 

 地方経済面 

 見出し・一部記事の抄録： 

1976 年 1 月～1982 年 10 月 

 記事イメージ（PDF）：1993 年 1 月～ 

Ｂ 
＊ナビ型 

 記事検索 

 Ａに収録されている全期間・全媒体の新

聞、ニュース記事から会社名や人名などの

主題検索、ビジネスに係わるテーマ検索、

業界等で検索 

 ナビゲーションに従えば、効率的に情報 

検索が可能 

Ｃ  ＊企業検索 

 日本経済新聞社が定期調査している、 

約 22,000 社の最新データ「日経会社プロ

フィル」と、上場会社約 3,500 社の「企業 

決算」の検索が可能 

Ｄ  

＊業界情報 

★業界・企業研究 

 パック 

 「日経 NEEDS 業界解説レポート」「日経業

界地図」「日経大予測」「NRI 未来年表」を

搭載 

 Ａに収録されている全期間の新聞、記事 

から業界の動向や展望などが検索・閲覧 

できる 

データベースマニュアル（2022.4） 

日経テレコン[にっけいてれこん] 

 収録範囲とその特徴 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 
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≪例≫“キャッシュレス”に関するの記事をさがす 

① 左側縦列の【メインコンテンツ】より、「記事検索」を選び、クリックします。 

右側に検索入力欄が表示されます。 

複数のキーワードを入力する際は、ワードとワードの間に 1 つずつスペースを空けて 

キーワードを追加してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 記事のタイトルをクリックすれば、記事を閲覧することができます。 

 

⑤      をクリックすれば、PDF 形式の記事が表示されます。 

 

⑥           をクリックすると、 

記事が連載や特集の一部だった場合、前後の記事をまとめて読むことができます。 

 

② 検索結果として、記事件数が判明します。 

        をクリックすると、記事一覧で表示されます。 

 

③ また、画面下部には、新聞ごとの記事件数が表示され、 

件数部分をクリックすると、該当する新聞記事だけを一覧化 

することもできます。 

２ 

３ 

 Ａ 記事検索の使い方  

１ 

４ ５ 
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⑦ （ア）〜（オ）の情報は、新聞記事をレポートや論文を書く際に参考にした場合に必要な 

情報内容です。 

➃➄でプリントアウト入手した際には、情報内容を記入しておきましょう。 

 

 

 

 

「ナビ型記事検索」は、

などの悩みを解消する検索です。 

検索対象範囲は「記事検索」と同じで、具体的な会社名や、ビジネス関連テーマ、業界別などから検索 

することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ア イ ウ エ オ 

８ 

９ 

Ｂ ナビ型記事検索の使い方  

 

４ ５ 



p. 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 2021.12 現在、93 件がヒットしました。 

見出しを表示をクリックします。 

 

⑫ ポップアップが表示されるので、OK をクリックします。 

 

⑬ 目的に合致しそうな見出しがあれば、クリックしてみましょう。 

10 

11 

12 

⑧ 左側縦列の【メインコンテンツ】より、「ナビ型記事検索」を選び、クリックします。 

右側に検索入力欄が表示されます。 

 

⑨ 検索ボックスには、その下にある【分類選択】を利用して入力していきます。 

この方法なら、漠然としたテーマでも、何とか目的に合いそうな情報が入手できるのでは 

ないでしょうか。 

 

⑩ 例えば、 

【分類選択】-「テーマ」をクリックし、その中から IT 活用を選択します。 

次に、IT 活用からさらに絞込みができるように【絞込みキーワード候補】が表示されるので、 

この中から、公的機関・大学を選びます。 

 

キーワード：IT 活用＋公的機関・大学の 2 つのワードで検索することができるわけです。 
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⑭ 左側縦列の【メインコンテンツ】より、「企業検索」を選び、クリックします。 

右側に検索入力欄が表示されます。 

 

⑮ 上部の検索ボックスに、具体的な企業名を入力し、検索ボタンをクリックします。 

  ※事例では、“ワコール”を選択しました。 

 

⑯ 見出しを表示ボタンをクリックすれば、企業に関するさまざまな情報が項目として表示されます。 

 

⑰ 入手したい情報（企業名や、年間収支など）に☑を入れると、 

表示方法（本文表示/PDF 表示）が有効になるので、ボタンをクリックします。 

※事例では本文表示が有効になったので、そちらをクリックします。 

 

⑱ ポップアップが表示されるので、OK をクリックします。 

Ｃ 企業検索の使い方  

 

14

１ 

15 

17 

16 

18 
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⑲ 「基礎情報」から、「沿革」「事業内容」、「業績推移」「売上構成」「役員情報」「株主情報」 

「関連会社情報」などさまざまなデータが表示されます。 

必要に応じて印刷もできます。 

 

※ほぼ『会社四季報』と同様の内容を閲覧することができます。 

Ｄ 業界情報の使い方 ～レポート・市場シェア  

 

 

⑳ 左側縦列の【メインコンテンツ】より、「業界情報」-レポート・市場シェアを選び、クリックします。 

 

21. 表示できるタイプがさまざまあります。 

 

19 

20 

21 
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重要メモ 
 

データベース：日経テレコンの利用が終了したら、速やかに画面右上部の 
  

ボタンをクリックし、必ず利用終了してください。 

22. 左側縦列の【メインコンテンツ】より、「業界情報」-業界サマリを選び、クリックします。 

 

23. 右側の上部にある、業界を選ぶから目的の業界を選択します。 

  

 

24. 業界に属する企業を一覧化、それぞれの企業情報を見ることができます。 

25. 業界の「業界概要」「市場動向」「競合状況」の３つの要素から全体把握しやすくなっています。 

26. 経営のトップによる、業界の現状・評価・課題・見通し、各企業のビジョンをみることができます。

27. 業界に特化した記事をまとめてみることができます。 

24 

Ｄ 業界情報の使い方 ～業界サマリ  

 

22 

23 

25 26 27 


